
旭二丁目いきいきクラブでの
健口講座について

～高齢者の通いの場への歯科衛生士の派遣～

牛田・早稲田地域包括支援センター
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資料３



令和2年度

国が高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施を開始

広島市が保健事業と介護予防の一体的実施を開始

（薬剤と口腔についてポピュレーションアプローチと
ハイリスクアプローチを実施）

→新型コロナの影響で一部中止

令和４年度

牛田旭二丁目の介護予防拠点が依頼し、取り組み
たいと回答があり実施

フレイル予防３つの柱
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取組のきっかけ、経緯



口腔機能低下の恐れがある高齢者に対し、
歯科衛生士が通いの場等での健康教室や家庭
訪問等による相談・助言を行うとともに、必
要に応じて歯科医療機関への受診や介護予
防・日常生活支援総合事業等の適切な支援に
つなげることにより高齢者がフレイル状態と
なることを予防する。

（広島市令和３年度アウトリーチ型オーラルフレイル予防事業説明資料より）

目 的
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歯科衛生士による通いの場で実施

オーラルフレイル予防、歯周病予防についての講話

個別相談

令和4年11月14日

保健師のミニ講座、参加者へチェック票実施、歯科衛生士による講話

令和4年11月28日

歯科衛生士による健口体操や誤嚥予防の体操、模型を使用した歯磨き指導

令和4年12月12日

前回のおさらいと相談受付、舌圧トレーニング用具（ぺこぱんだ）の紹介

１

活動内容

２
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〇取組に協力的、前向きな通いの場を選定し開催を依頼

〇参加者に事前にオーラルフレイルチェックを実施

〇参加者に基本チェックリストを行い、口腔以外でも

フレイルの状況はないか確認

〇ぺこぱんだの使用方法を説明

取組にあたり工夫したこと、苦労したこと
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はい いいえ 未回答 計

1
半年前に比べて固いものが食べにくくなりました
か

3 8 0 11

2 お茶や汁物でむせることがありますか 4 7 0 11

3 口の渇きが気になりますか 3 8 0 11

4 グラグラしている歯がありますか 2 9 0 11

5 食事に時間がかかるようになりましたか 2 8 1 11

6 食べこぼすことがありますか 3 7 1 11

7 しゃべりにくいと感じることがありますか 1 9 1 11

8
お口の体操や、唾液腺マッサージなどをおこなっ
ていますか

5 6 0 11

9 かかりつけの歯科医院がありますか 9 2 0 11

10 歯科衛生士に聞きたいことがありますか 0 10 1 11

フレイルチェック表集計
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取り組んでよかったこと

〇参加者は口腔機能の大切さについて学べた。

〇参加者から「生活の中に健口体操を取り入れ、

むせがなくなった」との声があった。

〇歯科衛生士とのネットワークができた。
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〇１つの通いの場だけでなく、多くの方に口腔機能の重要性を

知ってもらうよう活動をする

→高齢者の死因の上位を占める窒息と誤嚥性肺炎を防ぐ活動

→口腔内の細菌増悪を抑え、口腔咽頭の細菌叢の改善を図る

→摂食嚥下障害を早期に発見すること

〇ぺこぱんだを用いて舌圧を測り、オーラルフレイル予防の

サービスにつなげる

今後したいこと（目指す活動、方向性）
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〇口の健康（健口）の重要性を知り、周りの人にも

伝えてほしい。

〇介護保険において口の健康（健口）を向上させる

サービスがあることを知ってほしい。

（短期集中通所口腔ケアサービス）

ネットワーク会議参加の他団体等に協力を
お願いしたいこと
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